
昭
和
三
六
年
卒支

部
長

小
川

益
司

大
学
は
平
成
二
二
年
に
創
立
一
二
五
周
年
、

三
重
支
部
は
今
年
で
六
〇
周
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
田
村
前
支
部
長
、
学
員
の
皆
さ
ん
か

ら
推
挙
を
経
て
支
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

今
年
の
六
月
名
古
屋
で
大
学
主
催
の
東
海

支
部
の
懇
談
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
日
お
越

し
の
久
野
理
事
長
ら
大
学
、
学
員
会
幹
部
ら

と
愛
知
、
静
岡
、
岐
阜
、
三
重
、
名
古
屋
等

七
支
部
の
支
部
長
、
幹
事
長
が
出
席
さ
れ
て

い
た
。
大
学
か
ら
は
来
年
の
創
立
一
二
五
周

年
に
向
け
て
総
合
大
学
と
し
て
更
に
発
展
さ

せ
る
た
め
の
基
本
方
針
等
を
説
明
さ
れ
た
。

特
に
一
二
五
周
年
記
念
事
業
・
募
金
を
学
員

会
（
大
学
で
は
卒
業
生
を
「
学
員
」
と
呼
ん

で
い
る
）
に
依
頼
が
あ
っ
た
。
現
在
一
〇
〇

億
円
の
目
標
額
に
対
し
て
半
分
の
五
〇
億
円

に
留
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当

三
重
支
部
に
対
し
て
も
一
〇
〇
万
円
以
上
の

寄
付
要
請
が
あ
り
ま
し
て
、
私
ど
も
を
取
り

ま
く
経
済
情
勢
も
極
め
て
厳
し
い
中
で
あ
り

ま
す
が
、
「
世
界
に
存
在
感
の
あ
る
大
学
」

に
す
る
た
め
に
も
学
員
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

去
る
七
月
に
は
四
日
市
で
本
大
学
と
父
母

連
絡
会
と
の
就
職
懇
談
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

大
学
も
き
め
細
や
か
な
就
職
支
援
体
制
を
し

て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
最
近
は
新
司

法
試
験
、
公
認
会
計
士
や
公
務
員
試
験
で
も

合
格
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
九
年

度
の
本
大
学
入
試
志
願
者
数
も
過
去
最
高
で

す
。
ま
た
外
部
か
ら
の
評
価
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
反
面
伊
勢
路
を
舞
台
と
す
る
全

日
本
大
学
駅
伝
や
箱
根
駅
伝
等
ス
ポ
ー
ツ
が

低
迷
し
て
い
る
の
は
、
か
っ
て
の
栄
光
を
知

る
学
員
に
と
っ
て
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

三
重
支
部
も
今
年
で
六
〇
周
年
を
迎
え
た

こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
大
学
と
の
共
催
で
本

学
商
学
部
教
授
の
斯
波
照
雄
さ
ん
を
招
い
て

公
開
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
学
員
が

青
春
の
一
時
期
学
び
の
価
値
観
を
共
有
し
た

と
い
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
良
く
し
て
、
学
員

同
士
の
絆
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
四
八
年
卒

宮
武

貴
久
恵

子
供
の
こ
ろ
、
大
き
な
針
葉
樹
林
の
一
群

の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

風
雪
や
厳
し
い
冷
た
さ
の
中
で
生
き
格
好

は
悪
く
て
も
、
毅
然
と
天
に
そ
び
え
立
ち
枝

は
、
荒
々
し
く
折
ら
れ
て
も
、
悠
然
と
存
在

を
主
張
し
て
い
た
。

春
の
芽
吹
き
を
経
て
、
短
い
間
、
濃
緑
の

季
節
の
色
を
見
せ
る
も
の
の
私
に
は
、
静
寂

の
中
で
、
い
つ
も
光
の
届
か
な
い
、
黒
の
世

界
に
映
っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
行
く
手
を
阻
む
枝
々
を
跳
ね
返

し
、
く
ぐ
り
抜
け
、
し
ば
ら
く
進
む
と
そ
こ

は
大
き
な
花
畑
だ
っ
た
。

私
は
、
花
々
の
輝
き
に
目
を
奪
わ
れ
、
思

わ
ず
佇
ん
だ
。

子
供
の
こ
ろ
見
た
風
が
、
原
生
林
の
中
の

花
畑
と
重
な
り

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
「
滲
み
出
る
光
」
の

一
連
の
作
品
と
な
っ
た
。

昨
年
、
私
の
生
ま
れ
故
郷
、
倉
敷
で
の
個

展
で
は
「
と
き
放
た
れ
た
光
」
は
、
廻
り
、

多
く
も
の
を
照
ら
し
出
し
た
。

今
、
光
は
舞
い
戻
り
、
ふ
た
た
び
花
に
命

を
宿
し
、
「
ひ
か
り
を
抱
く
花
」
と
な
り
、

静
か
に
、
時
の
流
れ
を
待
っ
て
い
る
。

（
絵
画
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
宮
武
さ
ん
の
詩
。
）

宮
武
さ
ん
は
倉
敷
市
で
生
ま
れ
、
津
高
、

本
学
法
・
法
を
卒
業
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

一
四
年
間
勉
強
さ
れ
、
二
○
年
前
ベ
ル
リ
ン

の
壁
崩
壊
を
記
念
し
た
企
画
展
に
日
本
人
唯

一
人
招
待
さ
れ
壁
画
を
描
く
。
今
ま
た
絵
画

展
の
後
、
ド
イ
ツ
か
ら
招
待
さ
れ
ベ
ル
リ
ン

に
行
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

期
間
中
に
「
五
〇
周
年
記
念
絵
画
展
祝
賀

会
」
も
あ
り
岡
田
卓
也
ご
夫
妻
等
多
く
の
著

名
な
方
々
が
お
祝
い
下
さ
い
ま
し
た
。
今
後

一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
し
ま
す
。

前
支
部
長

田
村
憲
司

学
員
会
三
重
支
部
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
「
白
門
み
え
六
〇
周
年
記
念

号
」
が
発
刊
さ
れ
る
事
は
、
誠
に
意
義
深
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

前
支
部
長
と
し
て
私
に
一
言
寄
稿
せ
よ
と

の
事
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
思
い
つ
く
ま
ま

に
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
部
創
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
五
〇
周

年
記
念
号
で
既
に
述
べ
て
お
り
ま
す
の
で
、

省
略
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
近
の
大
学
の

姿
を
私
な
り
に
若
干
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
は
、
お
茶
の
水
の
駿
河
台
校
舎
で
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
大
学
は
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

に
移
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
当
時
、
周
囲

に
は
日
大
・
明
治
・
共
立
女
子
大
・
東
京
電

気
大
・
東
京
医
科
歯
科
大
等
が
在
り
、
学
び

の
環
境
は
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
都
心
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で

あ
り
、
情
報
の
交
換
や
、
多
種
に
亘
る
交
流

等
が
行
な
わ
れ
に
く
く
な
り
、
一
時
大
学
の

人
気
が
下
が
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
最
近
は
、
多
摩
地
域
も
整

備
が
す
す
め
ら
れ
、
不
備
な
所
も
十
分
補
完

さ
れ
、
今
で
は
大
学
と
し
て
の
真
価
を
十
分

高
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
実
績
の
表
れ
と
し
て
、
各
種
国
家
資

格
試
験
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

司
法
試
験
は
も
ち
ろ
ん
、
国
家
公
務
員
、
公

認
会
計
士
等
の
資
格
試
験
合
格
率
は
、
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
最
近
は
、
経
団
連
・
御
手
洗
会
長
等

政
界
・
経
済
界
に
も
飛
躍
し
て
お
り
、
各
界

各
層
の
指
導
者
に
も
た
く
さ
ん
の
学
員
が
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
大
学
に
成
長
し

た
今
日
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
も
、
長
生

き
を
さ
せ
て
頂
い
た
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
私
の
大
学
へ
の
思
い
を
述
べ
、
創
立

六
０
周
年
を
お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。昭

和
三
五
年
卒

森

伸
生

中
央
大
学
と
私
と
の
ご
縁
は
、
津
高
校
の

一
年
の
時
の
担
任
が
速
水
正
先
生
（
元
支
部

長
）
で
あ
り
、
三
年
の
時
の
担
任
が
小
出
幸

三
先
生
で
あ
っ
た
。
両
先
生
は
い
ず
れ
も
中

央
の
法
学
部
出
身
で
、
進
路
指
導
や
社
会
科

授
業
の
折
な
ど
に
「
こ
れ
か
ら
は
法
律
学
を

勉
強
す
る
こ
と
の
必
要
性
や
法
律
を
学
ぶ
な

ら
私
学
で
は
中
央
大
学
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で

あ
る
」
こ
と
を
常
々
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

私
は
自
営
業
の
跡
取
り
で
あ
っ
た
の
で
、

本
来
な
ら
経
済
学
部
や
商
学
部
へ
進
ん
で
経

営
学
を
学
ぶ
の
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
進
路

選
択
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
い
く
つ
か
の

大
学
に
合
格
し
た
が
、
両
先
生
の
影
響
も
あ
っ

て
法
学
部
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

在
学
中
（
昭
和
三
一
年
四
月
〜
昭
和
三
五

年
三
月
）
の
中
央
大
学
は
全
て
の
面
で
優
秀

で
あ
っ
た
。
勉
学
面
で
は
司
法
試
験
・
公
認

会
計
士
試
験
で
は
合
格
者
が
四
年
連
続
し
て

全
国
一
位
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
面

で
も
箱
根
駅
伝
連
続
優
勝
、
東
都
大
学
野
球

リ
ー
グ
で
は
一
部
優
勝
、
そ
の
他
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
も
金
メ
ダ
ル
獲
得
選
手
な
ど
多
く
の
名

選
手
を
輩
出
し
て
い
る
。

当
時
、
三
重
県
か
ら
中
央
大
学
に
は
約
一

〇
〇
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
が
、
中
大

三
重
県
人
会
を
結
成
し
て
東
京
で
情
報
交
換

や
懇
親
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
交
流
を
深

め
た
。
私
は
在
学
中
の
二
年
間
代
表
幹
事
を

を
務
め
、
三
重
県
の
先
輩
学
員
と
の
交
流
会

を
持
ち
た
い
と
考
え
、
田
村
憲
司
先
輩
を
訪

ね
て
先
輩
と
在
学
生
の
合
同
三
重
県
人
会
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、

昭
和
三
六
年
郷
里
に
戻
り
私
の

仕
事
人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
早
速
、
学
員

会
の
諸
先
輩
に
挨
拶
に
お
伺
い
し
学
員
会
に

は
積
極
的
に
参
加
し
た
。
当
時
身
近
に
ご
指

導
い
た
だ
い
た
の
が
、
早
川
和
一
（
四
日
市

市
議
会
議
員
）
。
三
輪
喜
代
司
（
四
日
市
市

助
役
）
、
中
野
嘉
四
郎
（
鳥
羽
市
市
助
役
）
、

鈴
木
一
夫
（
三
重
大
学
教
授
）
、
速
水
正

（
高
校
教
諭
）
、
田
村
憲
司
（
日
本
土
建
社

長
）
、
な
ど
学
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
面
々
で

あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
吉
住
慶
之
助

（
弁
護
士
）
、
森
豊
純
（
朝
日
新
聞
社
支
局

長
）
、
中
森
勉
（
三
重
県
議
会
議
員
）
、
丹

羽
英
郎
（
丹
羽
商
事
社
長
）
、
各
学
員
も
熱

心
に
学
員
会
に
ご
尽
力
頂
い
た
。
私
は
当
時
、

学
員
会
幹
事
長
と
し
て
事
務
的
な
業
務
を
担

当
し
、
そ
の
後
、
赤
塚
高
之
（
現
副
支
部
長
）

氏
に
事
務
局
を
お
願
い
し
た
。

平
成
四
年
三
月
発
刊
の
学
員
会
名
簿
に
よ

れ
ば
、
当
時
三
重
県
下
に
四
つ
の
支
部
が
存

在
し
て
い
た
。
熊
野
支
部
、
南
勢
支
部
、
県

庁
支
部
、
百
五
銀
行
支
部
で
あ
る
。
そ
の
後
、

四
日
市
支
部
が
独
自
に
会
合
を
持
ち
、
発
表

会
も
に
出
席
し
た
が
、
過
去
一
〇
年
程
開
催

さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
残
念
に

思
っ
て
い
る
。
南
勢
支
部
の
方
々
に
は
一
一

月
の
大
学
駅
伝
で
毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
父
母
連
絡
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
ゴ
ー

ル
の
伊
勢
神
宮
内
宮
前
で
選
手
を
出
迎
え
、

歓
迎
会
を
開
催
し
て
い
る
。
県
庁
支
部
は
六

〇
名
の
学
員
を
擁
す
る
一
大
勢
力
を
誇
り
、

県
行
政
の
重
要
ポ
ス
ト
を
多
く
の
学
員
が
担
っ

て
い
る
。
ま
た
、
百
五
銀
行
支
部
も
近
年
多

く
の
学
員
が
入
行
し
、
田
中
正
孝
（
元
代
表

取
締
役
専
務
）
氏
を
は
じ
め
幹
部
行
員
も
多

い
。
そ
の
他
、
法
曹
界
、
マ
ス
コ
ミ
、
県
警

な
ど
に
も
ト
ッ
プ
級
の
学
員
が
い
た
。
津
地

方
裁
判
所
所
長
、
津
地
方
検
察
庁
検
事
正
、

警
察
本
部
長
、
朝
日
新
聞
社
支
局
長
、
三
重

労
働
監
督
署
長
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
長
な
ど

多
士
済
々
で
あ
っ
た
。

対
外
的
な
活
動
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
の

頃
は
在
学
生
が
よ
く
私
を
訪
ね
て
き
て
音
楽

会
や
弁
論
大
会
な
ど
を
開
催
す
る
の
で
学
員

会
に
協
力
し
て
欲
し
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、

動
員
や
広
告
協
賛
に
は
出
来
る
限
り
の
応
援

を
し
た
。
ま
た
、
中
央
大
学
の
理
事
長
が
渋

谷
健
一
（
十
条
製
紙
社
長
、
三
重
県
出
身
）

氏
の
時
に
は
大
学
と
の
関
係
も
深
ま
っ
た
。

学
員
会
三
重
支
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典

は
プ
ラ
ザ
洞
津
で
あ
り
、
葛
西
聖
司
学
員

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
に
講
演
を
し
て

も
ら
い
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る
学
員
が
参
加

し
た
。
大
学
関
係
者
か
ら
は
全
国
的
に
も
珍

し
い
充
実
し
た
式
典
で
あ
っ
た
と
、
高
い
評

価
を
頂
い
た
。

こ
の
よ
う
に
先
輩
学
員
の
長
年
に
亘
る
ご

尽
力
と
ご
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
田
村
憲
司
（
前
支
部
長
）
氏
に

は
一
六
年
間
に
わ
た
り
支
部
長
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
小
川
益
司
（
現
支
部
長
）
氏
を
は

じ
め
新
執
行
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

更
な
る
三
重
支
部
の
発
展
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

県
庁
白
門
会

昭
和
六
三
年
卒

稲
地

純

三
年
ほ
ど
前
に
久
々
に
母
校
を
訪
ね
る
機

会
を
得
た
。
そ
の
前
の
訪
問
は
総
合
政
策
学

部
が
設
立
さ
れ
た
後
く
ら
い
だ
っ
た
か
。
卒

業
し
た
後
の
母
校
と
は
縁
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
寂
し
い
が
、

嘗
て
入
学
後
高
幡
不
動
駅
付
近
に
住
む
こ
と

に
な
っ
た
私
は
、
あ
ま
り
の
う
ら
寂
し
さ
に

半
年
ほ
ど
で
引
っ
越
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

が
今
や
三
階
建
て
の
駅
舎
。
そ
こ
か
ら
は
多

摩
モ
ノ
レ
ー
ル
が
発
し
、
開
発
で
か
つ
て
の

下
宿
ア
パ
ー
ト
の
位
置
さ
え
も
解
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
く
ら
い
洒
落
た
街
に
変
貌
し
た

こ
と
に
感
慨
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

母
校
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
こ
そ
足
は
遠

の
い
て
い
た
が
、
一
年
生
時
に
体
育
実
技
で
、

「
く
る
み
ク
ラ
ブ
」
の
主
宰
で
あ
ら
れ
た
桑

原
寛
樹
先
生
と
出
会
い
、
そ
の
後
同
好
会
を

結
成
し
て
曲
が
り
な
り
に
も
四
年
間
ラ
グ
ビ
ー

を
続
け
て
い
た
私
は
、
卒
業
後
も
秩
父
宮
ラ

グ
ビ
ー
場
と
、
野
球
部
に
友
人
が
い
た
関
係

で
神
宮
球
場
に
は
母
校
の
応
援
に
毎
年
出
か
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け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
部
の
最
近
の
低
迷
ぶ
り
は
、
毎

年
の
よ
う
に
リ
ー
グ
戦
二
部
落
ち
の
心
配
を

さ
せ
つ
つ
も
何
と
か
一
部
に
踏
み
と
ど
ま
っ

て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、
昨
年
よ
う
や
く
専

用
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
芝
生
張
り
に
整
備
さ
れ
て

練
習
環
境
が
整
っ
た
。
大
学
選
手
権
出
場
を

目
指
し
て
ま
も
な
く
今
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
す

る
。野

球
部
は
最
近
、
特
に
巨
人
の
主
力
と
し

て
出
身
選
手
が
活
躍
し
て
お
り
、
応
援
の
し

甲
斐
も
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
「
戦
国
東
都
」

と
称
さ
れ
る
激
戦
区
で
の
シ
ー
ズ
ン
が
今
年

も
九
月
五
日
に
開
幕
し
た
。
上
位
校
の
実
力

は
拮
抗
し
て
お
り
、
下
手
を
す
れ
ば
ま
た
も

二
部
落
ち
の
可
能
性
さ
え
あ
る
。

中
大
野
球
部
は
、
私
が
在
学
中
の
昭
和
五

九
年
に
東
都
二
部
に
降
格
、
入
替
戦
の
相
手

は
青
山
学
院
。
思
い
出
す
の
は
応
援
部
の
諸

君
で
、
「
青
学
ご
と
き
に
負
け
る
わ
け
に
は

い
か
ん
」
と
息
巻
き
、
神
宮
球
場
へ
の
応
援

動
員
に
必
死
に
な
っ
て
い
た
が
、
二
敗
を
喫

し
あ
え
な
く
敗
退
。

我
が
中
大
野
球
部
は
後
の
昭
和
六
三
年
か

ら
平
成
元
年
ま
で
の
六
シ
ー
ズ
ン
、
一
部
に

復
帰
し
た
が
そ
の
後
は
長
期
に
渡
っ
て
二
部

に
低
迷
し
、
平
成
一
一
年
に
阿
部
慎
之
助

（
現
：
巨
人
）
を
擁
し
て
一
部
に
返
り
咲
く

ま
で
実
に
一
一
年
が
経
過
し
て
い
た
。
阿
部

慎
之
助
は
、
巨
人
と
西
部
の
争
奪
戦
と
な
っ

た
が
、
逆
指
名
で
巨
人
に
入
団
、
そ
の
後
の

活
躍
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
。

阿
部
の
卒
業
後
、
亀
井
義
行
（
現
：
巨
人
）

は
一
年
生
か
ら
四
番
を
打
ち
、
「
東
都
の
イ

チ
ロ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
活
躍
を
見
せ

た
。
亀
井
が
四
年
生
で
あ
っ
た
平
成
十
六
年

秋
、
中
大
は
実
に
二
五
年
ぶ
り
に
リ
ー
グ
優

勝
を
果
た
す
。
今
年
、
亀
井
は
巨
人
の
五
番

打
者
と
し
て
活
躍
中
。

こ
の
時
の
エ
ー
ス
は
三
年
生
の
会
田
有
志

（
現
：
巨
人
）
だ
っ
た
が
、
翌
平
成
一
七
年

に
は
打
線
の
不
調
が
続
き
ま
た
も
中
大
は
二

部
に
降
格
。
会
田
は
好
投
す
る
も
の
の
打
線

の
援
護
が
な
く
、
い
つ
も
ス
タ
ン
ド
か
ら
の

我
々
の
応
援
は
「
頑
張
れ
会
田
」
ば
か
り
で

あ
っ
た
。

会
田
は
巨
人
に
入
団
後
の
平
成
一
九
年
四

月
、
横
浜
戦
で
勝
利
投
手
と
な
り
、
同
時
に

史
上
初
の
一
軍
親
子
勝
利
投
手
と
な
っ
て
い

る
。
（
父
：
照
夫
氏
は
元
ヤ
ク
ル
ト
投
手
）

中
大
が
現
在
の
一
部
に
返
り
咲
い
た
の
は
、

昨
年
の
春
期
リ
ー
グ
戦
で
二
部
優
勝
し
、
入

替
戦
に
勝
利
し
て
後
の
秋
期
か
ら
。
監
督
は

往
年
の
完
全
試
合
投
手
で
あ
る
高
橋
善
正
氏

で
、
大
学
創
立
一
二
五
周
年
に
花
を
添
え
る

べ
く
、
大
学
日
本
一
を
目
指
し
て
奮
戦
中
で

あ
る
。

今
シ
ー
ズ
ン
、
我
が
中
大
野
球
部
は
、
澤

村
拓
一
と
山
﨑
雄
飛
の
ダ
ブ
ル
エ
ー
ス
を
有

し
、
当
然
の
リ
ー
グ
優
勝
を
狙
う
。
特
に
澤

村
拓
一
は
百
五
十
キ
ロ
超
の
速
球
投
手
で
、

日
米
大
学
野
球
選
手
権
で
も
先
発
投
手
と
な
っ

て
い
る
。

百
五
白
門
会

平
成
一
八
年
卒

武
市

昌
輝

中
央
大
学
学
員
会
三
重
支
部
六
〇
周
年
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
平
成
十
八
年
に
経
済
学
部
経
済
学
科

を
卒
業
し
、
現
在
は
百
五
銀
行
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
諸
先
輩
の
方
々
を
差
し
置
い
て
記

念
号
に
寄
稿
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
私
の
水
泳
部
時
代
の
思
い
出
を
綴

ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
体
育
連
盟
水
泳
部
に
所
属
し
、
水
泳

中
心
の
学
生
生
活
で
し
た
の
で
、
大
学
時
代

を
振
り
返
る
と
水
泳
の
こ
と
ば
か
り
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

水
泳
部
は
全
寮
制
で
、
他
の
部
活
と
共
に

南
平
寮
で
共
同
生
活
を
し
て
い
た
。
二
月
末

に
高
校
を
卒
業
し
た
三
日
後
に
こ
の
南
平
寮

に
入
寮
し
ま
し
た
が
、
入
寮
当
時
の
記
憶
は

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
水
泳
部
で

は
、
二
段
ベ
ッ
ド
が
二
組
の
各
学
年
一
名
ず

つ
で
、
四
名
一
室
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
寝

食
を
共
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
チ
ー

ム
全
体
で
取
れ
る
よ
う
に
と
い
う
理
由
で
す

が
、
特
に
南
平
寮
で
は
「
立
ち
風
呂
」
が
名

物
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
立
ち
風
呂
と
は
、

文
字
通
り
、
湯
船
に
立
っ
て
入
る
お
風
呂
の

こ
と
で
す
。
南
平
寮
に
は
、
三
〇
く
ら
い
の

体
育
会
の
部
員
が
六
〇
〇
名
ほ
ど
寝
起
き
し

て
お
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
人
数
な
の
で
、

そ
も
そ
も
湯
船
が
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ

く
ら
い
の
深
さ
が
あ
り
、
座
っ
て
湯
船
で
寛

ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
プ
ー
ル
の
中

に
立
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
い
っ
ぺ
ん

に
二
〇
人
ほ
ど
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
し
た
。

入
学
当
時
、
中
央
大
学
は
日
本
学
生
選
手

権
に
お
い
て
、
男
子
総
合
優
勝
八
連
覇
中
と

日
本
一
の
チ
ー
ム
と
し
て
他
大
学
と
競
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
在
学
時
に
は
、
史
上

初
と
な
る
一
一
連
覇
を
達
成
す
る
等
、
私
の

水
泳
人
生
で
こ
の
日
本
学
生
選
手
権
と
い
う

の
は
一
番
思
い
入
れ
が
あ
る
大
会
で
も
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
そ
れ
ま
で
の
過
去
最
高
は

日
大
の
一
〇
連
覇
で
し
た
。

九
月
に
行
わ
れ
る
日
本
学
生
選
手
権
は
個

人
の
結
果
を
得
点
に
し
、
各
種
目
の
得
点
を

三
日
間
積
み
重
ね
、
総
得
点
を
チ
ー
ム
の
得

点
と
し
て
戦
い
ま
す
。
そ
の
た
め
日
本
選
手

権
以
降
は
、
個
人
目
標
の
練
習
以
外
に
も
チ
ー

ム
と
し
て
ま
と
ま
り
を
持
つ
雰
囲
気
作
り
等

を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
の

ま
と
ま
り
が
無
け
れ
ば
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の

不
安
が
競
技
に
影
響
し
、
決
し
て
勝
つ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
単
独
で
行
動
す
る
こ

と
を
よ
し
と
せ
ず
、
行
動
・
思
考
・
感
情
す

べ
て
の
点
に
お
い
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー

ム
と
し
て
振
舞
う
こ
と
が
伝
統
的
に
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

他
大
学
と
の
差
が
な
く
な
り
毎
年
厳
し
く

な
る
戦
い
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、

み
ん
な
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
行
動
出

来
た
こ
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。

最
終
学
年
の
と
き
、
中
央
大
学
水
泳
部
の

連
覇
は
途
切
れ
、
そ
の
後
三
年
間
優
勝
か
ら

遠
ざ
か
り
ま
し
た
が
、
昨
年
後
輩
た
ち
が
念

願
の
優
勝
を
奪
還
し
て
く
れ
ま
し
た
。
良
き

伝
統
は
、
ず
っ
と
生
き
続
け
て
い
る
も
の
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

在
学
四
年
間
は
、
一
日
に
一
〇
時
間
近
く

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
い
る
等
、
水
泳
に
夢
中
に

な
り
、
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
れ
る
こ
と

は
今
後
の
人
生
で
も
な
い
の
で
は
、
と
思
う

く
ら
い
に
夢
を
追
い
続
け
た
四
年
間
で
し
た
。

嬉
し
い
時
、
辛
い
時
や
苦
し
い
時
に
も
み

ん
な
で
支
え
あ
っ
た
こ
と
か
ら
仲
間
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し

て
、
仲
間
の
成
功
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

喜
べ
た
こ
と
が
私
を
一
歩
大
人
に
さ
せ
て
く

れ
た
出
来
事
で
あ
り
、
今
後
の
人
生
に
活
か

せ
る
体
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
学
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
優
勝

杯
で
の
ビ
ー
ル
の
味
や
海
外
合
宿
と
本
当
に

充
実
し
た
大
学
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
、
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
栄
養
学
に
つ
い
て
も

最
先
端
の
コ
ー
チ
に
指
導
を
受
け
、
恵
ま
れ

た
環
境
で
水
泳
が
出
来
て
い
た
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

百
五
白
門
会

平
成
一
八
年
卒

松
永

康
孝

中
央
大
学
学
員
会
三
重
支
部
六
〇
周
年
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
平
成
一
八
年
に
商
学
部
会
計
学
科
を

卒
業
し
、
現
在
は
百
五
銀
行
に
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。
諸
先
輩
の
方
々
を
差
し
置
い
て
記

念
号
に
寄
稿
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
た
め
ら
い

を
感
じ
ま
す
が
、
今
回
は
百
五
白
門
会
の
池

田
会
長
（
大
阪
支
店
長
）
か
ら
頂
戴
し
た
大

変
光
栄
な
機
会
に
甘
え
、
大
学
時
代
の
思
い

出
を
寄
稿
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
大
学
生
活
は
陸
上
競
技
部
で
の
活
動

が
中
心
で
し
た
。

大
学
生
活
を
振
り
返
る
と
、
寮
で
の
共
同

生
活
、
多
摩
校
舎
の
グ
ラ
ン
ド
、
練
習
、
合

宿
、
試
合
、
飲
み
会
、
麻
雀
等
、
陸
上
競
技

部
で
の
出
来
事
が
次
々
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

陸
上
競
技
部
に
は
約
八
〇
名
の
部
員
が
所
属

し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が
南

平
の
寮
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
寮
生
活

は
基
本
的
に
各
部
屋
四
人
の
相
部
屋
（
四
年

生
か
ら
一
年
生
ま
で
各
学
年
一
名
ず
つ
）
と

な
っ
て
お
り
、
少
子
化
が
進
行
し
大
学
全
入

時
代
と
言
わ
れ
る
現
代
に
お
い
て
は
考
え
に

く
い
生
活
環
境
で
し
た
。
さ
ら
に
、
下
級
生

に
は
寮
生
活
で
の
諸
々
の
雑
用
も
あ
り
、
大

変
な
と
こ
ろ
へ
来
て
し
ま
っ
た
と
覚
悟
を
決

め
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

寮
生
活
で
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
が
多
く
な
る
た
め
、
良
い
と
こ
ろ

ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
う
で
は
な
い
所
も
見

え
て
き
ま
す
。
不
満
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
し
、
考
え
方
の
違
い
等
で
対
立
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
員

が
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
本
気
で
付
き
合
え
た

こ
と
、
そ
の
よ
う
な
中
で
自
分
が
気
付
い
て

い
な
か
っ
た
自
身
の
性
格
、
長
所
、
短
所
等

を
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
い
い
経
験
で
し

た
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
、
共
に
過
ご
し

た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
絆
は
一
生
続
い
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

私
は
短
距
離
の
選
手
と
し
て
一
〇
〇
Ｍ
、

二
〇
〇
Ｍ
、
四
〇
〇
Ｍ
リ
レ
ー
を
中
心
に
競

技
を
し
て
い
ま
し
た
。
強
豪
で
あ
っ
た
早
稲

田
大
学
、
部
員
数
の
多
い
体
育
大
学
等
と
競

い
合
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
個

人
的
に
は
、
Ｕ
二
〇
の
日
本
代
表
と
し
て
出

場
し
た
、
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
の
四
〇

〇
リ
レ
ー
に
優
勝
し
た
こ
と
が
一
番
の
思
い

出
で
す
。
当
時
リ
レ
ー
を
組
ん
だ
高
平
選
手

（
順
天
堂
大
卒
）
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世

界
選
手
権
で
活
躍
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
で
見

る
た
び
に
当
時
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
す
。

陸
上
競
技
と
い
う
も
の
に
本
気
で
取
組
め

た
四
年
間
の
経
験
は
今
後
の
人
生
に
活
か
せ

る
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
競
技
部

は
箱
根
駅
伝
最
多
優
勝
回
数
、
最
多
出
場
回

数
等
の
実
績
を
持
つ
部
。
残
念
な
が
ら
、
私

は
短
距
離
の
選
手
で
あ
り
駅
伝
に
は
出
て
い

ま
せ
ん
が
、
箱
根
駅
伝
等
を
目
指
す
高
い
意

識
の
部
員
が
大
勢
い
ま
し
た
。
厳
し
い
練
習

に
耐
え
、
生
活
面
に
も
気
を
つ
か
い
、
多
く

の
期
待
に
応
え
よ
う
と
直
向
き
に
努
力
し
て

い
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
姿
が
、
自
分
自
信
の

甘
さ
を
気
付
か
せ
て
く
れ
、
自
分
を
変
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
は
誇
れ
る
よ
う
な
成
績
は
残
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
高
い
目
標
を
持
ち
努
力
し

た
経
験
は
今
後
の
人
生
に
活
か
せ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

中
央
大
学
学
員
会
三
重
支
部
の
更
な
る
発

展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

平
成
二
一
年
度
父
母
連
絡
会
三
重
県
支
部

支
部
長

林

利
晃

こ
の
た
び
、
中
央
大
学
学
員
会
三
重
県
支

部
が
創
立
６
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と

に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
央
大
学
は
、
来
年
度
創
立
１
２
５
周
年

を
迎
え
ら
れ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
大
学
出
身
の
皆
様

方
は
、
県
内
の
各
界
に
お
い
て
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

近
年
の
大
学
の
躍
進
ぶ
り
に
つ
い
て
、
数

多
あ
る
大
学
に
お
い
て
、
学
生
の
文
武
両
道

を
含
め
た
勤
勉
さ
、
学
員
会
・
父
母
会
の
充

実
ぶ
り
、
大
学
の
教
育
・
進
路
指
導
等
の
き

め
細
や
か
な
教
育
方
針
等
を
思
い
ま
す
と
、

各
種
部
活
動
の
活
躍
、
研
究
論
文
等
に
対
す

る
高
い
評
価
、
資
格
取
得
者
の
増
加
、
就
職

率
の
高
さ
、
昨
今
の
大
学
数
の
飽
和
状
況
、

少
子
化
の
中
で
受
験
者
数
が
増
加
し
て
い
る

等
々
は
、
納
得
で
き
る
こ
と
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

父
母
連
絡
会
の
子
弟
が
、
将
来
こ
の
歴
史

と
伝
統
あ
る
学
員
会
に
、
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
際
に
は
ど
う
か
よ

ろ
し
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
三
重
支
部
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

平
成
二
一
年
四
月

学
員
の
田
村
憲
司
さ

ん
が
経
済
・
産
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
ご

功
績
で
県
民
功
労
賞
を
、
小
川
益
司
さ
ん
が

春
の
叙
勲
で
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
瑞
宝

小
綬
章
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
お

二
人
の
栄
誉
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
一
月
一
日
、
熱
田
神
宮
か
ら
伊
勢
神
宮
ま

で
の
八
区
間
一
〇
七
キ
ロ
を
走
る
大
学
駅
伝

の
関
東
地
区
選
考
会
で
五
位
に
入
り
、
本
戦

出
場
が
決
定
し
た
。

今
年
も
本
学
の
優
勝
は
お
そ
ら
く
期
待
で

き
な
い
が
、
今
や
晩
秋
の
伊
勢
路
の
風
物
詩

と
も
な
っ
て
い
る
全
日
本
大
学
駅
伝
の
学
員

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

六
二
年
振
り
の
野
党
（
民
主
党
）
の
圧
倒

的
な
勝
利
に
よ
る
政
権
交
代
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
、
東
海
大
地
震
の
前
触
れ

を
懸
念
さ
せ
る
駿
河
湾
を
震
源
と
し
た
震
度

六
の
地
震
、
失
業
率
六
％
、
長
か
っ
た
梅
雨

と
冷
夏
等
、
社
会
経
済
、
自
然
も
変
革
や
異

常
を
き
た
し
て
い
る
。

久
し
振
り
の
拙
な
い
学
員
会
会
報
の
発
行

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
年
二
回
発
行
し
て
学

員
間
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
の
で
、
学

員
の
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

編
集
者
（
文
責
）

小
川
・
小
林
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